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I緒 論

 遺偉結核トイフモノガ存在スルモノカ，ドゥカドイフ事ハ陳奮ナ間題デアルト同時二亦今

日ノ間題デ7ル．或ル學者ハ存在スルトイヒ，或ル學者ハダトヘ存在シテヰテモ英ハ病的ノ

場合的チ胎盤二結核病竈ガ存在シ之ガ胎鬼偵1レ血管二破1ノク場合デアルトシ，又八分娩機韓

中帥チ胎盤剥離ノ時，結棲菌ノ法ベル母艦ノ血液ガ胎見ノ踏静脈血ト混ジテ遺偉スルノデア

ラウト考ヘテテル．併シ遺侮結核ハ母親ノ結核症テ前提トスルガ敬二厳格二分娩直後，母親

カラ隔離シテオイテ観察セネバナラヌトシ，カ・ル注意ノ下二観察スルニ，数年間結核ヲ護

士シナカツタトイフ報告モアリ，一般ニハ遺侮結核トイフモノハナイト考ヘテテル學者ガ

多イ．

 之ラー両カラ観スルト，ソレガ遺侮結核テリヤ否ハ暫ク間ハヌトシテ，新生鬼二結核症

ハ，タトヘソ・ノガ極メテ稀有ナ事デアルニシテモ，全然ナイト断言シ得ナイトイフ事デナカ

ラウカ，於是カ吾人ハ臨床上，新生鬼ノ肺㌦ントゲン」像テ観ル場合，一般二健常ナリト認

メ得ル多数ノ新生兎ノ胸部殊二肺「レントゲン」像ノ如何テルモノデアノレカテ豫メ知ツテオク

必要ガアル。叉之等新生児トテモ後日結核性症候ガ現1ノテ來ル事モアラウ．然ウスレバ，ソ

レハ何時頃カラテアルカトイ7事モ検ベテオイチイ・ト思フ．

 余ハ幸ニシテ之等ノ鶏二就キ，結核患者ノ多イ，又幼児死亡率ノ多イ北陸地方，金澤市及

ピ葉ノ附近戸90名内外ノ新生見二就イチ調査スル機禽ガ典ヘラレ，倫オ夫等テ月齢ヲ追ウデ

観察シ得タノデ，戴二共ノー部チ報告シ大方諸賢ノ御高教テ仰グ次第デアル．
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11調査ノ材料，方法及ビ方針

 本研究八目本赤十字肚金澤支部産院及ピ金澤蟹科大學附麗蟹院小見科教室二於イチ生後1時間孚乃至14

日目，多クハ生後1乃至2日ヲ経タ新生児85名〔ウチ32名八女児）ト，反ピ此ノ新生児ノ生後1ケ月目ノ者

47名〔ウチ28名八女児）曲二3ケ月目ノ者15名（ウチ1名八女児〕トニ就イチ行ウタ．

 新生児申，生下時身長48糎以下，髄重2500瓦以下ノ者ガ13名アッタ．風下之ヲ早産党ト記ツ，身長，麗

重共二之ヨリ大ナル者ヲ軍二新生児ト記ス、

 ココニ取扱ウタ幼若ナ個麗及ピ英ノ母親ハ當時臨床上病者コトニ結核思者ト認メ得ナカツタ．

 研究方法ハ「レントゲン」篇眞像ト「ツベルクリン」反魔トニ依ル．「レントゲン」罵眞ハ産院二於イテハ

フィリップ・ミューラ曾祀ノ携帯用金麗篭球〔二次電歴約45キロ，二次電流約10ミリ〕ヲ用ヒ照射距離約60

糧，照射時間約1秒腹臥位，背腹矢賦方向デ撮影シダ，小見稗外來デハ，大日本レントゲン曾肚グランド

號「ガス」管球（二次電麗約70キロ，二次電流約70ミリ〕ヲ用ヒ照射距離約1米，照射時間約1／3秒背臥位，

腹背矢駄方向デ撮影ツタ．何レノ場合モ中央「レントゲン」線路・ハ麗表面二鉛直二胸骨中央ヲ通過スル様ニ

シ且ツ吸気時二宮ル穣二撮影シダ．

 「ツベルクリン」反魔ハマソトー氏皮内法ヲ探リ北里研究所製コッホ氏「アルト・ツベルクリン」ヲ殺菌生

理的食麗水デ0．1％二稀騨シ英ノ約0．02鹿ヲ皮内二注射シ約24時間後二局慶二長径約α5種以上ノ駿赤部ヲ

認メタ場合皮躍1陽性トシ，然ラザル場合皮雁1陰性トシタ．陰一性デアツタ場合後日再ピ行ヒ得タ事モアルガ

回シク陰性≡デアツタ、後文二於イチ陽性叉ハ陰憧トイフ八大部分各期日ロチ新生児期，1ケ月目。3ケ月目

夫々ユ回ノ瞼査ノ結果デアル．

 調査成績ヲ纏メルニ就イチ次ノニ方針ニヨツタ．・先ヅ新生児期ノ者ヲ

    A把CDEFGHI    ，   ，   ，    ，    ，   ，    ，    ，

 トスル．彼等ハ1ケ月目ニハ夫々

    A’ B！ C’ D∫ E！ W G！ H！ I’
     ，     ，    ，     ，     ，     ，     ，     ，

 ナル1ケ月乳兄トナリ更二3ケ月目ニハ夫々

    A” W C” D” E” F” G” H〃 I〃
     ，     ，     ，     ，     ，     ，     ，     ，

 ナル3ケ月乳兄トナル．比ノ中

    A 遇 C    ，   ，

 ダケハ新生児期・1ケ月目・3ケ月目共二観察γ得タトスル．

    D E F

 ハ新生児期，1ケ月目共二観察シ得タガ3ケ月目ニハ観察シ得ナカツタ者トシ

    G II I

 ハ新生児期，3ケ月目ダケニ観察シ得タガ1ケ月目ニハ観察シ得ナカツタ者トスル．然ル時八色々ナ計’

数ヲ比較スル場合，新生児期ノ者トシテ

    ABCl）1≡lFGHI    ，   ，   ’    ，    ，   ，    ，    ，

 9名ラー括シ，・1ケ月乳兄トシテハ

    A’ W C／ D！ 瓦’ F’
     ，    ，    ，    ，    ，

 6名ラー掘シ，3ヶ月乳兄トシテハ

    Aψ W C” G” H” 1”     ，    ，    ，    ，     ，
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鮒 討     田

 6名ラー括シテ論ズルノヲ第一観察法トスル．次ハ新生児期ト1ケ月目トヲ比較スル場合，新生見期ノ

者トシテハ

   ＾ B C D E F

 6名ラーi舌シ， 1ケ月字し兄トyテ’、

   A’ B’ C’ D’ E’ 亙！
    ，    ，    ，    ，    ，

 6曇ラー括シテ論ジ，新生児期ト1ケ月目ト3ケ月目トヲ比較スル場合ニハ新生用期ノ者トシテハ

   A B C

 3名ラー括ツ，1ケ月目乳兄トシテハ

   A’ B’ C’
    ，    ，

 3名ラー箱シ，3ケ月割兜トシテハ

   A〃 彫 Cψ
    ，    ，

 3名ラー括ツチ論ズル方法，コレラ第二観察法トスル．．

III自己ノ所見

  1．「ツベルクリン」反騰

 a）新生見二於ケル成績

 「ツベルクリン」反膳（以下「ツベルクリン」テ略シテ「ツ」ト記ス）テ検シ得タ者ガ65名アルー

此ノウチ反騰陽性ノ者ガ1名（1．5％）アル．

 母子同時二「ツ」反騰テ槍シ得身者ガ46名アル．共ノウチ

    ｛     母子共二陽性ノ者ガ                   1名

     母子共二陰性ノ者ガ                   13名

     母ガ陽性デ子ガ陰性ノ者ガ                   32名
                     、
 アッタ．母ガ陰性デ子ガ陽性ノ場合パナイ．

 b） 1ケ月乳鬼二於ケル成績

 「ツ」反騰テ絵シ得タ者ガ46名アル．此ノウチ反騰陽性ノ者ガ2名（4．悌）アル．母子同時

二「ツ」反騰テ槍シ得タ者カ’42名アル．英ノウチ

     母子共二陽性ノ者ガ                   2名    呈

     母子共二陰性ノ者ガ                   11名

                   29名     母ガ陽性デ子ガ陰性ノ者ガ

 アッタ．母ガ陰性デ子ガ陽性ノ場合パナイ．

 c） 3ケ月乳兄二於クル成績

 「ツ」反膝テ検シ得タ者ガ15名アル，此ノウチ反騰1陽性ノ者ガ3名（20％）アル．正ヒノ3名ノ

母親ノ「ツ」反廠ハ3名トモ陽性デアル．残リ12名申3名ノ母親ハ3名トモ陰性，9名ノ母親

ハ9名トモ陽性デァル．

 d）早産児二於ケル成績

 「ツ」反膝テ検シ得少者ガ12名アル．此ノウチ反騰陽性ノ者カユ名アル．母子共言「ツ」反膝
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新生児ノ胸部「レソトゲゾ」線所見 鋤

ヲ戯シ得少者ガ7名アル．雌ノウチ

｛ 母子共二陽性ノ者ガ  1名

 母子共二陰性ノ者ガ  二名

 母ガ陽性デ子ガ陰性ノ者ガ5名アッタ．

 母ガ陰性デ子骨陽性ノ場合パナイ。

 個人個人二就イチ各時期二於ケル反騰テ調ベルニ，新生兎期二跣二陽性デ共役引絞キ陽性

ヲ示シテヲル者ガ1名，新生魚期ニハ陰性デァツタガ1ク月目二校シダ時，陽性トナツ少者

ガI名，新生鬼期及ビ1ク月日ニハ陰性デァツタガ3ケ月目二校シダ時，物メテ陽性トナツ

タ者ガ2名アル．此ノ外早産兎一名陽性ノ者ガテルカ’之ハ新生児期ダケシカ観察シ得ナイ

ノデ其後ノ．経過八分ラヌ．之レ以外ノ者二就イテハ，引絞キ観察シ得ク者ノ範園内ダケデ

ハ，新生見期二於ケル反騰ト同一，師チ陰性デγル．

  2。肺「レントゲり像

 余八本研究ノ範園内二於イチ家ノ4種ノ陰影テ異常陰影トスルー

 （i）通常ノ肺野ドヤ・明二境シ相當ノ廣サブ有スル陰影，叉ハヤ・幅廣キ帯秩ノ陰影

 （ii）肺血管ノrレントゲン」線的横断㎡ト略々同大テルモ形献不撃周蓬平滑ナラ礼鈍

キ凹凸アリ。全髄トシテ「クローバ撚叉ハ星献テ呈シ，内部ノ濃度均等ナラサル褒献ノ陰影

 （iii）心臓ト肺野トノ境界カナリ不明瞭ナル場合

 （iv）氣管枝ノ「レントゲン」像ガ肥厚シ且ツ周園トノ境界明ナラサル場合

 之等陰影像ノ有無双ビ張度ノ美ニヨリ肺「レントゲン」像（以下「レントグン」ヲ略シテ「レ」

ト記ス）ノ陰影ノ度合二家ノ4種テ厚別スル．

 第1度上述ノ異常陰影テ認メス且ツ血管，棄管枝陰影ガ強ク現レテヰナイ．

 第2度 箪二血管，気管枝陰影ガ張ク現レテヰルカ，叉ハ異常陰影ノ何レカーツガ存在シ

テテッテモ英ノ誰リ掘クナイ場合ガ之二麗ス．

 第3度異常陰影ノ何レガニツテ認メ得ル場合，又ハーツラ認メ得デモ共ノ張度ガ著明ナ

場合，叉ハ斑状陰影ナラバ2個テ有スル場合ガ此ノ部二入ル．

 第4度異常陰影ノ何レカ三ツチ認メ得ルカ，叉ハニツテ認メ得デモ英ノ強度ガ著明ナ場

合，叉斑状陰影ナラバ3個以上テ有スル場合テ此ノ類二入レル．

 以上ノ分類ニヨツテ各期ノ肺「レ」像テ調ベル。新生見二就イチ肺「レ」像チ調べ得少者ガ63

名アル・此ノ内諾デスレバ第1度ノ肺「レ」像テ有シテヰ身者刑8名（29％），第2度ノ者ガ35

名（54名），第3度ノ者刑O名（2晩）デ，第4度ノ者ハ1名モデラナカッタ．

 1ク月孚睨二就｛テ肺「レ」像テ調べ得タ者ガ45名アル。此ノ内譲ラス1ノバ第1度ノ肺「レ」

嬢テ有シテヰタ者ガ6名（13％），第2度ノ者刑8名（ヰO％），第3度ノ者ガ脾名（31弟），一策4

度ノ者ガ7名（16名）デァル．

 3ケ月乳晃二就イチ肺「レ」像テ調べ得タ者刑4名アル．比ノ内議チスレバ，第1度ノ肺

「レ」像ヲ有シテヰタ者ガ2名，第2度ノ者ガ4名，第3度ノ者ガ4名，第4度ノ者カ’4名デ
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アル＝早産児二就イチ肺「レ」像テ調べ得少者刑2名アル・此ノ内諾テスレバ・第I度ノ肺

「レ」像ラ有シテヰ少者ガ3名，第2度ノ者ガ7名，第3度ノ者ガ2名デアル．

 茨二各個人二就イチ各時期ノ肺「レ。像ヲ遂月的二調ベル．此ノ結果ハ，第工表二総括シテ

オイタカ，表ノ意味テー部分ダケ文章二直シテオク．新生見期二第五度ノ肺「レ」像ヲ有シテ

ヰタ者ノウチ12名ダケハ共後再ピ検ベル機禽ガアツタ．比バ2名中一ユ名ハ1ケ月目二校べ

得，更二此ノ1I名申3名ダケハ3ク月目ニモ絵べ得タノデアル．叉12名申ノ残リ1名ハ1ク

月目ノ時ハ明デナイガ3ク月目ニハ検ぺ得タ．カク調ベタ結果ニヨルト，新生児期二第］度

ノ肺「レ」像テ有シテヰタ者デ1ク月目ニモ第1度デアリ得少者ハ1名デアノレ．新生見期二第

1度デアツタ者デ1ケ月目二第2度ニナツタ者ガ5名アル，新生見期二第1度デアツタ者デ

1ク月目二第3度ニナツタ者ガ4名アル．此ノ内3名ハ更二3ケ月目二檎シ得タガ1名ハ第

2度ニナツテヰタシ，他ノ2名ハヤハリ第3度デアツタ．新生児期二第］度デナック者デ1

ク月目二第4度ニナツタ者ハエ名デアル．新生見期ニハ第】度デアリ第1ケ月目八不明デ，

第3ケ月目二・検ベタラ第2度デアツタ者ガ1名アッタ．

 新生鬼期二第2度叉ハ第3度ノ肺「レ」像テ有シテヰタ者ノ其後ノ経過ハ上ノ説明二準ジテ

第五表テ見レバー目瞭然デアラウ．

              表   1  第

新生見期

肺『レ」像
A影摩被榛人員藪

I12 II

?W

Iu

X

IV

新生児期及第一．肺「レ」像
P月目トニ回 ，陰一影墜「レ。像ヲ檎シ得稜癒一

[場合  1人員数

I1 ・・ m4 1V

P

不行

P一上’

・」2

I［ In

T

IV

S

IO lI

T

m3 IV

P

新生見期及第一i肺「レ・像ケ月目第ニケ月陰、影墜目ト三回「レ」像≡一稜 穣一

昼[シ得タ場合一人員数

II

P

刊．．．．2

 …             ■     ■

v1

｡
hV

P 」

IV

P

III

P

III

P

IV

P

IV

P1

 以上テ通覧スルニ新生見期ヨリ1ケ月目マテ観察シ得タ者38名申，陰影ノ度合ガ増加シダ

者ガ20名アリ，新生見期，1ク月日，3ケ月目1観察シ得タ者1］名申，3ケ月目二於イチ，

新生魚期二於ケルヨリモ陰影ノ度合ガ増加シク者ガ7名アル．

  3．rツベルクリン」反膳ト肺rレントゲン」像トノ開係

     第2表              第 3表

「ツ」反魔 十 ■

・い中jl・ ・1・中111・肺『レ」像
A影度1    一 一  』  ■■    一’    止   ’          …■］

℃Y児敷O101V生児敷。1。■刈搬・｛t三欄脳・1・〕・1

0002 21762

一■ @一■  ，              ｝

U 2 0

Q8 9 0

P612 7
R 4 2  一

症例 新生児期 一ケ月目 三ケ月目

番鏡
「ツ」r肺rレ」徴

図醸i華そ竺
．蜘里坤蜘顯

一
一  一 一       一止    I

No．32 一
1j1

一 1n 十 IV

No．60 一
I
一 n。 十 II

No．44 十 1 工II 十 II 十 IV

No．89 ， n 十

No．45 十 一II
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               新生鬼ノ胸部ゴレソトゲ…／」擦所見

 早産鬼二於クル「ツ」反騰ト肺「レ」像陰影度トノ關

係ハ殆ド新生見ノ場合ト等シカツダカラ省略シテオ

ク．新生兎，1ク月乳兄，3ク月穿睨ノ各場合ハ，

第2表二纏メテァル．

 本研究二取扱ツタ嬰児申「ツ」反膝陽性者ハ上述シ

ダ様二5名アルガ，今夫等ノ各時期二於ケル肺「レ」

像ノ陰影ノ鐘化状態ヲ調ベテ観ルト第3表二示シダ

様ナ結果ニナツタ．

  4．肺「レントゲン」像ト理學的所見トノ闘係

  〔i〕症例（1〕

 ユケ月乱売ニシテ胸部二笛麗，傳達曝書ヲ鶏キ鼻「カタ

ル」ノ診断ヲウケタ者ガアル．英ノ肺「レ」像ハ第3度デア

ツタガ「ツ」反懸ハ陰性デアツタ．母親ノ「ツ」反雁1モ陰一性デ

アツタ．

 叉1ケ月乳兄ニシテ気管枝炎ヲ疑ハツムル所見（笛聾，

軋吻嗜，其他ノ曝書〕ヲ有シテヰタ者ガアツ久其ノ肺「レ」

像ハ第3度デ「ツ」反麟ハ陰1性デアツタ．母親ハザツ」反魔陽

性デアツタ．

 他ノ1ケ月乳兄八大氣管枝炎ノ診断ヲウケタガ英ノ肺

「レ」像ハ第3度デ「ツ」反懸ハ陰性デアツタ．母親ハ「ツ」反

態陽性1デアツタ．

  （ii〕症例 〔2〕

 1ケ月乳兄ニッチ心臓作業尤進，肺動脈書強盛ヲ認メ得

タ者ガ14名アッタ．其ノ跡「レ」像ヲ櫨ベタニ肺「レ」像第1

度ノ者3名，第2度ノ者5名，第3度ノ者3名，第4度ノ

者3名デアツタ．

  〔iii）肺「レ」像ト脈榑数トノ醐係

 新生児期ノ者ダケニ就イチ観察スルニ第4表二示ス檬二

特別ノ麗係カナイ．，

  〔iV） 肺「レ」像ト呼吸敷トノ關係

 新生児期ノ者ダケニ就イチ観察シタノダガ第5表二示ス

檬二著明ナ闘係カナイ．

  （V）肺「レ」像ト翻恩トノ開係

 新生児期ノ者ト1ケ月乳兄トニ就イチ調ベテ見タガ著シ

イ翻係ヲ認メナカツタ．（第6表〕

 第 4 表
〔〕内ハ早産児ノ藪

32悦

A一一・_、臨影斑
脈榑敷㌔＼一、

I II 1II

180 1 1

178
…  一  ■  I ⊥ ■ 一 ■ ■ ■ ■    1 一 川

ユ．／6

⊥ 一

一  一 一 ’ …ユーア2

一 ．■@   1アO
一   一 一 一   一 』    u 一 一   □

L’ ，          一■ I@   168
一 一    一    出 ■     一

@ 1
■ 一

」 一 一166
一 」一 ■ …■

164
1 2 1

160
158 ’  ’

156 2
 一 ■  I  一 ， ’

P54 一  ”
⊥  ■ 一

152 1

150 〔1） 2

一
I■     ’ 1一馬

148 一
」

146  一

叶⊥144 一

I」@■帖 」旧142
一 ■     I      I  －

@  1

ユ40

…｝38 1 ユ

■ ■ 一 ’■136 〔1）

    134山                         ，  ．  ■ 1 1
■ 1  L 皿

ユ32 3 6
130
128
126 2（1） 211） 1

  ■ 凹 …P24

122

120 211〕 3 1

L  川118
L  ■   ’  I 』 一

116
一 川     ■

114 2（1〕 （1）

112
一 ’

110

108

一
3（1〕 （1）

一      … 一

106 1

L1■一h04II

102 （ユ〕 1

1OO

98
■96一

’IL－X4W一一 ’上一 ■一■
…   1  ■  一

92
90
88

■ ■   ’      ’@   86
’    ’

84
1  ’ I   － 0 ＾ I ’

（1〕

82
80
78 一 ’ 一一

山  一   一  皿 一  1  …

@   76 1

75
L 一 ⊥   』

73
71

一 一 』 』 ■ 出 ’ 一

69
67

65

被櫨総人数 13〔3〕 23（6） 9〔2〕

平均脈榑藪 137 130 130

【225〕



3204

   第 5 表

（ 〕内ハ早産児ノ数ヲ示ス

氷之 ・ ピm
80
79
78
77

「一一’

76    1」I川
75
74
73

72

匹

70
69
68     1

67

66
65
64     1

63
62
61

60
59
58
57

一て一i〕I

一1 1 皿1
一一一一

一㌧皿

1

1

（1）

56  2   1」エ
55

54   〔1）
53
52
51

50
49

48
47
46

1

3

  45

一心’つT「
  43
42
41

40
39
38

里
36     1

35

34
33
32     1

31

30   （1〕
29
28     ユ

27

26
2㌧、、

2（1〕

1

2（2）

2

てて丁γ

1一

1〔1）

（1）

1

1

1…一’

1

鶏簿畿，1畿）ド靴1→姜〕
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第6表 肺「レントグン」像ト騒温

新生児及ピ〔早産児）

＼＿、陰影度  I
魑溜 ㌔＼．

3ぴOC
9

8
7

川る‘一’

一一?c…

2  1（1）
1

37．0

6

5

4

1

36．O

II

1〔1）

丁

III

2    1

3    2

星＿
〔1）

1

1 ．＿三．、、L＿．2
1

（1）  1
（1〕

1

1

1

1

1  2（1〕  4

8    2
7     1

5

－4……
吾⊥一一

．一＿三

（1〕

1

（1）

 1         1

35．O    1   5
9
富一

7

6 二5
4
3
一り ’一一 一■一一

工

34．0

1

〔1〕

（1）

■＝「」一

1

（1〕

1

1

2
2

1

一 ケ 月 乳 兄

II

二11

II1

』2－
     1

IV

2   2   1

1 ’2I  1
1   3   3
2

4

3

1

1

1

1

1

1

2

葦繁器一；謡糾鰍一は釧、、1、、，省←I、誌。l、、ζ、c

  5．肺「レ」像基底横径

 余ハ肺臓基底積樫トシテ躯幹壬申級（M）二垂直ニシテ，左右横1

隔膜弓ノ中鮎（R，L）ヨリ魑幹正中線三下セルニ垂足（R’，I！）間ノ

中鮎ヲ過ギル直線ノ胸廓内二於ケル長サ（巫）ヲ探ル、

 各期二於ケル計数ハ第7表二示シテオイタ．平均慣ダケラ裁二抄

言巳スレバ，早産児デハ7．9糎，新生児デハ8．9糎，iク月孚睨デハ93
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第7表 肺「レ」像基底積樫
新生．兄

i早産児）
一ケ月 三ケ月

130冊肌 1

』  I    」128

126  一
?    皿 一

2
124

’■’■122

』1酌一 」 1  －L

」

 5一■   ■  一1 一  ■

 118L’       一

1

116
1 1

n4
1

112
■   ■                   ．

@4
110

’」

Q…■
一’⊥

108 2
L⊥⊥L止’■’…I1

」106  2山L』阯＾

@8
104

 1］                 一一

@1

 1 ⊥一 一■  ⊥ 一一一凸

@■ 一 I I■    …」II

?ﾛ『 一’I』

黶｡ 一     一    一  ■   一

102

100 4 ．8
：1一

98 1

3

96
13 4

94
4 1

92

90 10 5

88 4 2
一一‘ 5〔3〕

凹’ ’86
凹’ I工3一 i夏〕一 1

o一

84
3

一1‘   ‘I’          ■一
＾  ■I’I一．   一1■011

82

80 4（2〕

■  一  ’   ’’   I    I ■．■

78 1〔1）

2〔ユ〕

76
 （1）“             一 ■

74

π… 一

一70 〔1）

1  一，

68

中
 66山   皿     ＾’   一■

I
」

’，

 1I一一一■■■門

一

 6岨一…一L
〔1）

 62，■一一

黶ﾛ■1■■一@60
LL一 一一一一■■ I  一，

被験者藪 42  14
k       一一一          一

牛 均

68（12）

@ 皿，｝岨、
W9〔79〕

99｝帆  115｝帆
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 糎，3ク月乳兄デハ11，5糎デアル．

   6．横隔膜ノ「1ノ」像

  本節二入ルニ賞ツチ次ノ事テ特二百記シテオ

 ク．師チ「レ」像ハ，新生児期デハ腹臥位デ照射

 距離60糎，爾饒ノ場合パ背臥位デ照射距離一

 米，何レノ場合モ，中央「レ」線路ハ胸骨中央テ

 通リ髄表面二垂直ナル様一撮影シダモノデア

 ノレ．

  横隔膜ノ「レ」線断面テ假二横隔膜弓ト名付ケ

 ル．此ノ弓ノ位置及ビー左右側二於ケル位置ノ差

 テ言ヒ表ハスニ表ノ虹ク規定スル．

  横隔膜弓ノ略々申馳ガ第八肋骨吊上二アレバ

 位置8，第八肋間ニアレバ位置8．5トスル．平

 1均位置テ算出スルニ當リモシ8．75二近キ数値テ

 得少時之テ第九肋骨弓上縁，モシ8．25二近キ数

 値テ得少時ハ之ヲ第八肋骨弓下緑トイフ意味二

 解スル・左右側二於ケノレ位置ノ差ヲ言ヒ表で・ス
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ニハ，左右側二於クル位置テ表ハ

ス数値ノ差テ以ナスル．例ヘバ右

側横隔膜弓ガ第八肋骨弓，左側横：

隔膜弓ガ第九肋間ニアレバ，位置

ノ差ハ9．5－8＝1．5師チエ．5デア

ル．左右同位置ニア1ノバ勿論，位

置ノ差ハOデアル．

 a）早産児 12名二就イチ観察

スルニ，左右側二於｛テ横隔膜弓

ノ位置ガ回ジイ者2名，右側ノ横隔

膜弓ノ位置ガ左側ノ横隔膜弓ノ位

置ヨリモ高イ者7名，左側ノ位置

ガ右側ヨリモ高イ者3名デアル、

 両側二於クル位置ハ第8表二詳

シク示シテアルガ，右側二於クル

横隔膜弓ノ平均位置ハ第九肋骨弓

ノ上総，左側二於ケル平均位置ハ

第九肋骨弓ノ下縁デアル．

 左右二於クノレ横隔膜弓ノ位置ノ

差別．5ノ者エ名，1．0ノ者2名，

α5ノ者7名アル．

 左側二於ケル横隔膜弓ノ位置ガ

右側二於ケル横隔膜弓ノ位置ヨリ

モ高イ場合，其ノ位置ノ差ハ凡テ

O．5デアル．

 b）新生見69名二就イチ観察

スルニ，左右側二於イチ横隔膜弓

ノ位置ガ回ジイ者1ク名，右側ノ横

隔膜弓ノ位置ガ左側ノ横隔膜弓ノ

位置ヨリモ高イ者43名，左側ノ位

置ガ右側ヨリモ高イ者9名デァル．

 両側二於ケル位置ハ第8表二示

シテアルガ，右側二於ケル横隔膜

弓ノ雫均位置ハ第八肋骨弓，左側

二於クル平均位置ハ第八肋間デアル．

村     田

第  8 表

右側横隔膜弓ノ 左側横隔膜弓ノ
位置頻度

肋骨弓及ピ
位置頻度

（人数ヲ以テ示ス〕
肋間番號

（人敷ヲ以テ示ス）

（灘悔答） （鶴ウ熱
一             ’      ■  ■   ■ o   一               ■

2     VI

2   第六・肋間

新 7     VII 4

壷
〔1〕6  第七・肋間 4

兄
（3〕13  1 VnI 7（3〕

艮 〔2）14 第八。肋間 ユ9（3）

ピ
（2）17 IX 20〔1〕

〔早 （2〕6 第九・肋間 9（1〕

産
兄 （2〕2 X 1 412〕
〕

第十・肋間 2（1）

XI 〔1〕

被橡総員 〔12）69

平均位置
第瓜莇僑盲玉蔽

■   一          上      一 ⊥            ⊥

謔hX腕骨弓下縁
第V】I1肋骨弓、 ．第VIII晩間

2 Vn 1

3 ● 1

一
12 VIlI

ケ
9

8 ●

月
10

乳
15 IX 12

4 ■

兄
9

2 X 2

● 2

被檎総員 46
一  1 ‘

季均位置 第VIn肋間 第IX肋骨弓上縁

4 VI1I 1

一一 5 ● 4

ケ
i

1 IX 5
月

乳
2 ！    ・

P

1

兄 3 1 X 3

1 ． 1

■ I  一 ■ 一  ■ ’  一 ■

被檎総員 15
一 ’

平均位置 第］X肋骨弓上織 第IX肋骨弓下縁

左右二於クル横隔膜弓ノ位置ノ差ガ25ノ者1名，1．5
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ノ者4名，L0ノ者12名，0．5ノ者35名アル．

 左側二於ケル横隔膜弓ノ位置ガ右側二於ケル横隔膜弓ノ位置ヨリモ高イ場合，英ノ位置ノ

差ハ凡テα5デアル．

 エケ月乳児 46名二於イテハ，横隔膜弓ノ位置ガ左右二於イチ回ジイ者コ6名，右側ノ横隔

膜弓ノ位置ガ左側ノ横隔膜弓ノ位置ヨリモ高イ者2一名，左側ノ位置ガ右側ヨリモ高イ者g名

アアル．

 両側二於ケル位置ハ第8表二示シテアルガ，右側二於ケル横隔膜弓ノ平均位置ハ第八肋

間，左側二於ケル横隔膜弓ノ平均位置ハ第九肋骨弓上縁デアル．

 左右二於ケル横隔膜弓ノ位置ノ差ガ2．5ノ者1名，1．5ノ者2名，エ．Oノ者6名，O．5ノ者21

名デアル．

 左側二於ケル横隔膜弓ノ位置ガ右側二於ケル横隔膜弓ノ位置ヨリモ高｛場合，其ノ位置ノ

養ハ凡テ0．5デァル．

 3ク月現見 工5名二就イチ観察スルニ，左右側二於イチ横隔膜弓ノ位置カ’同ジイ者4名，

右側ノ横隔膜弓ノ位置ガ左側ノ横隔膜弓ノ位置ヨリモ高イ者8名，左側ノ位置ガ右側ヨリモ

高イ者3名デアル．

IV総括及ビ考案

  1．「ツベルクリン」反騰

 余ハ此ノ條下二於イチ「ツ」反騰ノ本態或ハ共ノ陽性，陰性ノ意義等テ論ぜヤウトスル者デ

ハナイ．ク“前述（第221頁，累第3199頁）ノ如クニシテ行ヘル「ツ」反騰ノ結果ヲ報告セント

スルノデアル．

 却読，乳兄妹二新生児ノ「ツ」反騰テ調ベタ報告ハ多クハナイ．國重氏ガ孚睨及ビ幼鬼ノ

「ツ」反騰テ槍シタウチ3名ハ1歳未滅デアルガ，i名モ陽性ノ者カナカツタトイ7．浦島

氏，太田氏寺ハ1衰未満ノ外來患者及ビ入院患者82名二就イチ調ベテヰルガ，北ノ中9名

（約11％）ノ者ガ陽性デアツタトイフ．但シ，新生鬼ダクノ結果二就イテハ知ル事ガ出來ヌ．

マルファン氏ノ報告ニヨルニ生後1ク月末沸ノ乳兄デハ陽性率3．5％，エク月乃至2ケ月目

ノ筑見デモ3．5名，2ケ月乃至3ク月日ノ乳兄デハ3．8名，3ケ月乃至4ケ月目ノ穿睨デハ急

二増カロシテ6．8％ニナッテ球ル．

 以上3氏ノ報告二見デモ，生後日数チ経ルニ從ヒ陽性率ハ増加シテヲル．此ノ離八年長見

二於ケルト同様デアル．余ノ場合二於イテモ，第一観察法ニコルご，新生見期デハ1．5％，

1ケ月日ニハ43名，3ケ月目ニハ15名申3名（20劣）ノ者ガ陽性デアル．

 余ノ成績ト諸家ノ成績トチ比較スル上二於イチ注意スペキハ，余ノ場合，被検者ハ自愛的

ニモ他蟹的ニモ疾病二対スル訴テ有シテヰヲイ者帥チ外來患者又ハ入院患者デナイトイ7事

ト，モウーツハ第221頁（累第3199頁）二於イチ遊ベタ様二同一人二就イチ各時期二於クル献

態チ調ベタ結果デアルトイア事トデアル．倫ホ回ジ「ツ」波トイウテモ製造所ノ異ル事ニヨツ
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テ多少成績二影響モアル（沼田氏）デハアラウ．

 男女テ厚別シテ見ルニ羽二陽性ト認メラレ少者ガ5名アルガ．此ノ中1名ダクガ女鬼デア

ル．他ノ1名ハ早産鬼デアツテ且ツ双生児ノー方デアル．此ノ双生魚ノ他ノー方八反騰ハ陰

性デアツタ．

 荷ホ「ツ」反騰ガ陽性デアルトイ7ノバ生下時跣二、サウナノカ，生後一定日野ラ経タ後ニサ

ウナルノカ，モシ後者ノ様ダトシタラソレハ何時頃カラザウナルノカトイ7熱テ明ニシダイ

ト思ヅテヰタガ，余ノ調査ニョルト，但シ英ノ例藪ハ極メテ少数デハアルガ，次ノ様二言ヒ

得ル．師チrツ」反騰ハ土下時節二陽性ノ事ガアル．多タノ者ハ生後一定時日テ経過シダ後二

陽性トナルノデアル．而シテ初メテ陽性トナルノハ余ノ調査ノ場合二於イテハ，最そ…早カツ

タノハ，1ケ月目二陽性トナツタ例デアル．

  2．肺「1ノントゲン」像

 此塵デハ新生児又ハ孚睨ノ肺「レ」像二開スル範園内二於イチ殊二留意スヘキ事ダクラ連ペ

ル事ニスル．エンゲル，グレーヴィングホサ7，ザウペ，シュワルツ氏ニョル｝，新生児デ

ハ員ノ肺門陰影ハ中央陰影叉八大血管，胸腺陰影等二掩ハレテテリ，淋巴腺モ小サイカ或ハ

韮薄ナ爲二殆ド認メラレナイ．吾人ノ所謂，肺門陰影トイ7ノバ員ノ肺門陰影ノ突起，叉ハ

蓮綾物テ見テヲルニ過ギヌトイフ事デアル．

 肺野「レ」像ハー様ナ暗野デアルガ屡々大理石様紋理，網状像テ星スル．之ハ恐ラク血管ノ

充盈ニコルモノデアラウトイバレテテリ，不安，暗並等ニヨリ或ハ濃ク或ハ淡クナルガ・英

ノ紋理テ形成スル各線像ハ血管像及ビ氣管枝像ノ特徴ヲ臭ヘテテリ，且ツ網目八整然トシテ

周蓬二至ル程小ニナツテテル（ザウペ氏）．倫オ此ノ肺野二展々一二條ノ毛髪様ノ索條ガ肺野

テ横断シテ存在スル事テ認メタ．カ・ル像ハ銃ニベル，クラウリク，グレービングホサ7，

ウェーミ＾一ラ氏モ認メテテリ，ザウペ民ハ之ハ肺葉間ノ間隙二相當スルモノデ普通ハ認メ

ラ1ノナイガ葉間二瀦溜液ガアルカ肥厚叉ハ鍛嚢ガアル時二認メラレル，併シ生理的ニモ現レ

ル事ガアルモノダ】ツチ1テル．

 弐二肺「レJ像全鶴トシテ観ル時ハ新生児及ビ孚晩ノ肺「レ」像ニハ相當陰影ガ存在スル．中

島氏ノ報告ニヨルニ新生見120名申55名ハ胸部「レ」像二結核性愛化ガアルトイア事デアル．

 余ノ場合二於イチ，異常陰影（第223頁，累第3201頁）トイフハ，シモン，コーン氏寺ノ所謂

初護病竈ナル陰影デモナク，竹島氏，池田氏等ノ所謂肺門像ノ不規則ナ増大，荒慶叉ハ淋巴

腺ノ異常或ハ両極性浸潤，或ハズクラ氏ノ三角陰影，或ハ心臓左側陰影ノ不明瞭（シモン氏）

トイフガ姉キ像デモナイ．寧日，シャウル氏ノ所謂単純性炎症ノ肺門像二似テテル．印チ濁

濁、肥厚ハァルニハアルガ軽度デヤ・周園ト明瞭二境シ撞大モシテチリ，普通ヨリモ少シ晴

イ．脈管相互ノ間隙ヤ，腸管ト心臓相互間ノ透明ナ間隙ハ消失シ淡イ陰影デ糖ハレテチル．

 叉細小ナ線像ヤニ三ノ小斑ハ普通新生見二於イチ認メ得ルモノデ之ハ生後24時間目ガ最モ

強ク現レ共役弐第二少クナルモノデ（戸、＝ゴ｛．二三兵）2週間後二於イテサヘ其俊二比シ

テ，ヨリ張ク現レテヲル（ケレービングホ7氏）トイバレテテル．更二孚睨ニハ大低一度ハ罹
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ルベキ単純ナ加答鬼ガ存在スル（グレーピングホ7，エンゲル氏）トモイバレテヲル．

 条等ノ取扱ック孚睨ノ申二前述シダ様二（第225頁，累第3203頁，第2表）呼吸器系統二炎

症ヲ認メタ場合ガ3例アル。之等ノ「レJ像テ調ベテ見ルト何レモ余ノ所謂第3度ノ陰影テ

有シテヲルノデアル．併シ之等テ直二緒便性病鐙ニコルモノト断ジテヨイデアラウカ．之等

3例ノ場合「ツ」反騰ハ九テ陰性デァッタ．尤モ周知ノ如ク「ツ」反騰ハ衰易纏シギ者，重症

偉染痛甑者奪ノ場合ハイハスモガナ結核二感染後ト離モ1週間或ハ数週間ハ生物學的潜伏期

（ハンプルゲル氏）トイウテ陰性デアルトイバレテテルガ敬二「ツ」反膳ガ陰性ダッタカラトイ

ウテ之テ以テ直二結核症デナイトイプノデパナイ．ガ併シ今述ベタ諸家ノ見解ヲ思ヒ合シ，

叉前條銃二述ペタ（第2表）様二第3度ノ陰影（12名）ハ勿論第4度ノ陰影（7名）テ有シテヰ

テモ師部二何等理學的異常テ認メ得ナイ場合（16名）ガ當該月齢ノ乳兄（19名）二於イチ多々

（84％）存在スルトイ7事テ想起スルナラバ，今諭ジテテル比ノ3例二見ル肺「レ．像ノ陰影テ

以テ直二緒棲性ナハ断ズルニハ，實二嬢躍セナルヲ得ナイノデアル．換青スレバ余等ハ，

幼若ナル乳児ニアッテハ，タトヘ肺「レ」像二所謂第3度叉ハ第4度ノ陰影がアリ且ツ胸部二

理學的二炎症テ想ハシムル所見ガアツダニシテモ，モシ他二何等緒棲症ラ想ハシムル徴候テ

認メナイ場合ニハ，此ノ陰影ハ恐ラク結核性ノモノデハナイデアラウト思ア．少クトモ結核

性ノモノトハ考へ難イ．

 倫ホ中島民ニョル三分娩後5日目ノ新生児ノ腕「レ」像二著明ナ鐘化テ認メ得タトノ事デア

ル．英ノ饗化ノ程度ハ不明デアルガ，モシ余ノ所謂第3度程度ノ陰影ナラバ余ハ生後1時間

牛ノ新生鬼二於イチ認メ得タ．因二此ノ例二於イテハ「ツ」反騰ハ母子共二陰性デアツタ．

 以上ハ肺「レ」像ノ形態，性状二就イチ遊ベタノデアルガ，茨二肺「レ。像ガ生後日数テ重ヌ

ルニツレテ如何二鐘化シテ行クカ】7事テ少シ遊ベル．前述ノ姉ク新生児ニアッテハ異常

陰影ヲ有スル者ハ27％（第223頁，累第320頃）二通ギナイ，且ツソレモ第3度ノ陰影デアツ

テ第4度ノ陰影デハナイ。早産見二於イテモ略々同様ノ關係ガアル．熱ルニ第iク月目二一ナ

ルト，異常陰影テ有スル者ガ，1ク月穿睨パ秘ヲ占メル様ニナル．シカモ異常陰影ノ3分

ノ1ハ第4度ノモノデアル．3ク月目ニナルト異常陰影テ有スル者ノ数ガ逢二異常陰影ヲ有

セチル者ノ数ヲ凌駕スルニ重ル．第二観察法ニヨルニ，新生児期ニハ，異常陰影ヲ有スル者

9名，有セナイ者29名デアルガiク月目ニハ異常陰影ヲ有スル者18名，有セナイ者20名ニナ

ル．3ク月目マテ観察シ得タそ≡ノ8名二就イチ見ルト更二基シク，彼等ノ新生魚期ニハ，異

常陰影ヲ有シテヰ少者3名，有セナカツタ者5名デアツタノガIク月目及ビ3ク月目ニハ8

名トモ異常陰影デ有スル様ニナツ九

  3・「㍗」反廠ト肺「レ」像トノ關係

 薪坐兄二於イチ此ノ闘係テ稔索シダ報告ハ知ラレテヰナイ．余ガ調ベタ結果二親イチ主ナ

ル賭ヲ摘記スルト，第2表二示シテアル様二（1）比ノ開係テ検索シ得タ新生見ハ総テ・“55名

アルガ，其中1名ダクガ「ツ」反騰陽性デアツ札ソシテ此ノ1名ハ第3度ノ肺「レ」像テ示シ

テテル．（ii）叉55名中54名マデガ「ツJ反騰ガ陰性デアツテ此ノ54名申g名ダクガ第3度ノ肺
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「1ノ」像テ示シ他ノ45名ハ第1及ビ第2度ノ肺「レ」像ヲ示シテラル．・（三ii）肺「レ」像ガ第1度叉

ハ第2度デアル者ニハエ名モ「ツ」反腔陽性ノ者ガヰナイ．（i・）第3度ノ肺「レ」像テ有スル者

ガ10名アルガ，共中］名ガ「ツ」反騰陽性デアル．

 生後1ケ月ノ乳児二就イチ「ツ」反膳ト肺「レ」像トノ闘係テ検索シ得ク者ハ，総テ“42名ア

ルー之等二就イチ主ナル黙ヲ轟クルト（i）42名申ニュ名ダケ「ツ」反膳陽性ノ者ガアル。ソシ

テ此者ノ肺「レ」像ハ第2度ノ陰影ヲ有シテテル、師チ異常陰影テ有シテララヌ．松田氏ハ

243名ノ幼稚園見（凡テビルケー氏皮膚反騰陽性ナル者ノミナリ）二於イチ「レ」釣鐘化テ現シ

テヲルモノガ，英ノ約80名テ占メテテルト報告シテテル．（｛i）42名申41名マデガ「ツ」反膝陰

性デアル．比バ1名申19名ノ者ハ第3度叉ハ第4度ノ肺「レ」像テ有シテテル．西堀及ビ賀川

氏ハ小學生二於イチ此間ノ關係テ検シ「ツ」反騰陰性者ノ約3分ノ1ノ者ハ肺「レ」像二病変ヲ

認メタト報告シテヲル．（ii｛）第3度叉ハ第4度ノ肺「レ」像テ有シテテルモノガ42名中19名ア

ルガ1名モ「ツ」反騰ガ陽性デナイ．西堀及ビ賀川東八，肺野及ビ肺門二病蟹テ認ムル者ノ44

瑚曇ハ「ツ」反騰ガ陽性デアルト報告シテテル．（三・）第1度叉ハ第2度ノ師「レ」像テ有スル者

ガ42名申23名アルガ，具申1名ダケガ「ツ」反膳陽性デアル．西堀及ビ賀川兵ハ肺「レ」像二特

別ノ愛化ヲ認メナ・イ者ノ中約14％ハ「ツ」反騰陽性デアル〕7．

 新生鬼期，第1ク月目，第3ケ月目ノ何レカノ時期二於イチ「ツ」反騰ガ陽性テ示シテテル

者ガ5名アル．具申ノ3名二就イチ見ルニ第3表二示シテアル様二「ツ」反騰ガ陽性ニナルト

肺「レ」像ガ次第二陰影テ増加スル傾ガアル．

  牛肺「レ」像ト理學的所見トノ関係

 心臓二異常テ少々認メタル者二就イチ肺「レ」像ヲ槍シクガ著明ナ關係ガ認メラレナカッ

タ．共他呼吸数，脹櫓藪，髄温等トノ間ニモ何等著シイ開係ガ認メラレヌ．

  5．肺「レ」像基底横径

 第7表二表示シテアル様二月数ノ経過二從ヒ略々直線的二増加スル．

  6． 在黄曄蓄且英；ノ「レ」修亀

 余ノ調査ニヨルニ新生見及ビ幼若乳見二於イテモ成人二於クルト回シク多タノ場合，右側

横隔膜弓ノ位置ハ左側横隔膜弓ノ位置ヨリモ高イ．此ノ位置八月齢ヲ経過スルニ從ヒ下降ス

ル．師チ新生児期ニハ概シテ右側ハ第八肋骨弓，左ハ第八肋間ニァルガ3ク月目ニハ右側ノ

横隔膜弓ハ第九肋骨弓上総二，左側ハ第九肋骨弓下緑二位置シテテル．

 方法ノ條下二述ベタ事デハアルガ，新生児期ト1ケ月目トデハ照射距離ガ違フノミナラズ

「レ」線ノ矢状方向二腹背ト背腹トノ連ヒガアル．之ハ專ラ便宜上ノ爲デアツテ各時期二於ク

ル鍵化ヲ比較ナスル場合ニハ比ノ離ヲ考慮セネバナラヌ．コハ諸家ノ測定値ト比較スル場合

ニモ常二念頭二置カネバナラヌ．ヨツテ余ハ箪二諸家ノ測定値テ参考ニマデ引用スルニ止メ

テォキ，之ト比較スル事ハ避ケル．

 ランゲ＝7主ルドマン氏ハ60糎ノ距離ヨリ透視ニヨツテ観測シ，新生兎デハ右側横隔膜弓

ノ位置ハ第七乃至第八肋骨弓ノ高サニ賞リ左傾臓隔膜弓ノ位置ハ第八肋骨弓ノ高サニ當ルヲ
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普通トシ，最低ハ第九肋骨弓，最高ハ第六肋骨弓二賞ルトシテラル・工手ゲル民ハ1米ノ距

離ヨリ或ハ背腹，。或ハ腹背矢秩方向二撮影シ，1乃至3ケ月乳兄二於イテハ右側横隔膜弓州

第八乃至第九肋骨弓ノ高サ，左側横隔膜弓ハ第九乃至第卜肋骨弓ノ高サニアルノガ普通デア

ルト報告シテアル．

 余ノ場合デハ前掲ノ様二，右側横隔膜弓ノ位置ハ第八乃至第九肋骨弓，左側横隔膜弓ノ位

置ハ第九肋骨弓乃至第八肋間ニアルノガ普通デアル．

 カ・ル差異ハ前述セル姉ク，観察方法ノ相違ニモヨルガ，文人種的差異ニモヨル事ト思

フ．

V 詰   論

 1．「ツベルクリン」反膳陽性率ハ新生見二於イテハL5％，1ケ月乳見二於イテハ牛4％デ

アル．

 2．新生児期二校シダ時ニハ「ツベルクリン」反膳ガ陰性デアツタガ，生後1ク月日二校シ

ク時二陽性ニナツタ者ガ1名アル．

 3．肺「レントグン」像二余ノ所謂異常陰影テ有スル者ノ割合ハ，新生鬼期二於イテハ27％，

生後1ク月目二於イテハ47％デアル．

 4．肺「レントゲン」像ノ基底積樫ハ新生見二於イテハ平均8．9糎，早産鬼二於イテハ平均

7．9糎，1ク月乳見二於イテハ平均9・9糎デアル．

 5、左右横隔膜弓ノ位置ハ，新生兄二於イテハ平均右側横隔膜弓ハ第八肋骨弓，左側横隔

膜弓ハ第八肋間二當リ，1ケ月乳兄ニアリテハ，午均右側横隔膜弓ハ第八肋間，左側横隔膜

弓ハ第九肋骨弓上総二當ル．

VI文   駄

（後  出）

 欄筆スルニ臨ミ終始懇篤ナル御指導ト御校閲トヲ賜リタル泉教授並二佐野博士二衷心謹ミテ慰謝ノ意ヲ

表シ筒ポ本研究二多大ノ便益ヲ興ヘラレタル日本赤十字肚金澤支部産院ノ小牧博士並二職員各位及ピ金澤

蟹科大學附麗蟹院小児科欝局員各位ノ甚大ナル御好意ト御援助二対シ深ク鳴謝スル．
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